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っこうです。だれにも合うようにという彼の意図は明らかですから。                |
ごきげんよう,ネル。C プロンテ























































































































































































































































































































忘れてました。火曜日に来てと言いましたが,バー ス トー ルからブラッドフォードまでは,木曜






















































とで勝ち取れるものなら一――もし彼女がこうしたもので満足 し,そのうえ感 じやすい人間の誇 り
高さや繊細さといったものを要求することがなければ十一―そういうことなら,彼はきっとうまく
vヽくでしよう。
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1)Mr Jenkins彼の兄 (弟)のDavid Jenkinsはデューズベリでパトリックの後任であった。
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マーシ ・ーナッシー 宛 〔1841年〕12月17日
〔ロウドン, アッパーウッド・ハウス〕
愛するマーシーさま
慌ただしくしておりますが時間を見つけて,丁重なお便りにおネしを申し上げなければなりません。
ただちに無条件でご招待をお受けすれば,それが自分の気持ちにもっとも叶っているのですが,今
はそこまで自分を甘やかすのは分別のあることとは思えません。アッパーウッドを辞めたら,まっ
すぐ家に帰らねばなりません。その後,ブルックロイドにちょっとおじゃまする時間があるかどう
かは,まだわかりません。それは状況次第です。その代わりにハワースでエレンにお会いしたいの
ですが。わたしたちの訪間は平等に分かち合われてはいません。彼女の病気のことを聞いて, とて
も驚きました。彼女のそうした発作が, どうか尿初で最後でありますように。エレンはわたしがな
おざりにしていると思っているのではないでしょうか―――長い手紙を頻繁に書かないことで一――
こんな気持ちを彼女が持っていると思うのは,わたしには苦痛です―――根拠はまったくありませ
ん―――彼女の真価を知っていますし,彼女の愛を失いたくないのです―一―思いつく限りの償い
に代えても。お母さまによろしくお伝え下さい。まもなく良くなられるものと信じています。
かしこ
ミス・マーシー
C ブロンテ
